
























































(鎢町 2 丁 B ) ，風呂 fi といってそれだけ 
谢^匆じゃないよ、赛謹蟠だの、饭親だの、ひとり 


trfE 、' 号（栄竹4丁目） m 年間つづいた，名 ；r 


傅役もやらなきやね • とは河村の女将さん 


も、祚年ついにノレンをおろした〇だ 
が二この璧 S もタイル再も K 史に残る美411なもの 


MMM 


，ち 函國 t 


砂川湯 


(上砂《13丁目）砂川で喵一。 


>うちは薪で港かしていて、入る人が 


(* 松町2 丁自）«面いつばいに 


描かれた鼂宮の翰、そして钱漘ら 


r 湯がやわらかいな j つてよく言うがね*と洪谷さん し，か味わえる脱衣壜 ./* 沢な$«が•と、平沢さん 
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昭和も後半にはいつてから『内 as 」 なん 


てんものが流行つたもんで、お A . 呂屋さんの 
存在価鑣を見くびつているご仁がおおいよう 


で' ですが、なに、うちのお A 呂なんかテン 


デ問瞄になりませんわ広いこと広いこと、 


天井は离いし、お*の1はもう段違いだし 


そして、ご ft のような棄蜻らしい絵の数々 
こうなるともう『笑術館」ですなあ N 

-rp 
























¥§•-1と‘右运 


表 紙は語る 

れ、あ一と■在衫「響の Sjby 松本在 


漢字テスト❿ 


► 


空橢に一字禅入を試みよ < 

桃李 m 
刻千金 


■ 


あたたかな 

サービスで 

お迎えします 

みなさまの 

④富士銀行 



16 世紀 • I 9 世紀の 
合唱曲はいかが！ 

mm . 佐藤公孝 

□ 3 立ゎ势六 Y 

イリス合唱团 
3/10 



昭和記念公® 


i? 鼻挽 


1989 - 3 


(月丨回発行） 


月刊•えくてびあん-立川と語ろう•立/ II に生きよう 


逢卷56号 


ル編 


さてどこの：5の袱 ffw ? 

①夾 M ②ドィツ③ y 述 

〔1月号の答】 ❷ 

什 II •金咐の钴婚式にはぇびが出 
たので足袋の穴から拊が出るのを 
^人^のご祝1»*といへたと-1立川 
の方一 nJl : 出てました、よ • 


れにして t 、 われながら raSJJ 
という云い>/は^めかしかないか 
と反«は L ているのです"かと、ム 
つて『公衆浴蝸 J では••止しす^ 
て味わいがないじやありませんか • 
•« 渴嗖'_の絵：！ •九 til さんが取 
村の*後;:テレビのクィズ番組に 
出て•活1 S をしておりま I た。 
えくてびあんにご登^の方々は fr 
さん、世にハバカル•ん？ _ この 
叫：：：に U われらが i 川畎が行尚年 
を迎えることになります■ひと|'| 
にヒヤクネンと中 li して t •そ 
りやあもう*人の I 生がそつくり 
はいつてォツリがくる&卩ですか 
ら、大变なもんです • 『立川人」 
として•どのよラなこころ；*びを 
I たものでしょうか* # えくてび 
あんなにやらゆか L すみれ荜 

{綱 畢 一石 Mllli 小 JII 知子 n 

田申纛子《上麻0奉只2仏»»悅子 

(写異|天»«胃«孅|明|1田釀洛 


■ 


丸屋本店 

(罎町11 丁目) 

北 * 3 .天， Mpf - 下が 
多帘御険 r •黎 if 
される時、 小学 
生の懊らは お出 
迎ぇに出るんだけど、飛 ir fl . 滕隊が あつ 
た閲 te で•*，川 駅ではお nl 列 中が特別 
に徐行するんだよ。饯らは それが とても 
n 悛だつた。子供の頃、今のウィルの駐 
审埃 辺” は •吹き抜け*といつて、石炭 
やら 米 やら•いろんな tt 物の案飱場だ つ 
た。•馬力^份瑪申}で 51 いてきた保 物を 
そこから K 事に 稍 むん；^*川 駅は 
もと旅各駅だけど*以_は祈帘二八乇+ 
に次いで 火きな It 物 K でもあったんだよ。 



中屋呉服店 

{策嶙三丁目} 

ぅちの削裘は大 
正十一年でね、 

$時の立川駅は 

m 含のひなびたたたずまいで I たね。私も 

•年後 CO 大正卜二年に生まれ，まだ立川も付 

のころでしたよ。もと1とぅちは，今のフ 

□ ム中武のあたり1:*つてよく飛 rr ^ ii . 
大隊ラッパが , S いていたな和の初期の 
ころだつたかな，砂川の方から米厶薩幣竽 
の初荷に rL 色に化粧 I た »( を*て，みか 

んをふるまいながら駅<:向う光* tM る 

ことが出来た•もちろん荷を引くのは t 

や馬でのどかだった q 今は随分突つた • 


立 川 «っていってた 頃、 駅から 砂 ! 114 
si で fft 卓が走っ ていて•ラッパを 
吹くんでテト馬屯って呼んでた" 途中は 
袖木 林で何らな か 〇たょ •飛 rr is を作る 
時•辺りの 林を 伐ったんで土 g : が ひどく 
てね， « は 四側地$を h つた 所 だけど 
強風の 日なんか 家から 駅が まるで 見ぇな 
かつた。その地下迫、 出来る前 (! • * *• 
ずの ]® 切，で、あいてもすぐ m まるから 
お年寄りなんか ru : くて 洩れない-兒てい 

E l ^ np てあまり氕の E ® な 

也ん VSI の上 

, sfl» ?f L て 地 ド 
r *- S 道が 出米たん だ。 

丸山商店 

{け，：0 1) 

おやじの ft ， 明治ごろは今の「九 片 」の近 
くで 速 H 辱を L てた。それか 4 SV I 松 町に 
米て ギ III : 紀以 hft / u でいるが•この X *通 
り も败後ょぅ や ^: J くな-〇てね* •» は4 * 
弱の 3 flte で雨の n は 店- , A : <: 戸板を 立てて 
おいたり•また、 昭和 iL ^ l : 所 沢から航 
空 絍が移 ってきた 頃は， この ia いっばい 
に汛々と自転卓の ef が通つたね-姒來と 
，ぇばき i つて駅の IM りだったな、サ| 
カス*ボクシング • 
WS {•バィクの 曲 
乘りと昭和 和 g 
の思い出だね0 

金子硝子店 

(高松 W 1 三丁目) 





第三 八代小 林傑氏 

昭和六 0 年.月、 la 鉄は 命 迷を 

睹けて令® •社制 KS 化といぅ 独 

• H の改¥絮を围鋏與迚?£理 $ H 会 

C 提出した が、 国鉄を 救ぅには も 

はや 分 WI •技常化以外に ; 0 はない 

と I て 却 T された。 六 n には中曾 
根 ft 相， H ら 国鉄の人^ に介入、分 
#!•&!: 常反.纣派の；-杉 S 轶総我， 
鎺田！！総钱、 人 田 常 传邺爭らを W 
代 ゥ •永田 町の 斬段^ 件〃と 呼ば 
れた一件で ある。 la 鉄改¥間钽 が 
内外に 与ぇた 杉 If は大きく • !»] 年 

十 -Ql iu 

日には y リ 

ラ： ^觔 にょ 

り通 保ヶ丨 

ブルが 切断 

され•宵都 

一? の111范は 

速行^能 t 

なつた_ 



職 M の#)7描も大きく、立川駅で4 
労組の集 S 抗議や駅长室への^り 
込み、ビラ貼りに小林駅 ft は«ま 
された* 31&への[«:谕，マスコミ 
の. Ife 中砲火の中、小林駅 JR : a 将米 
を非 ftl て? S ち込みそぅになる職 

a !人一人に企装患欲を待たせ • 

職場. IRflt の乱れを一 W すべく努力 

した•努力の甲贺あつて • なり 

がちな W 1® が少 L ずつではあるが 

明るくなつた0また•釈と ttf との 

コミ土-ー ケ—シヨンを W るべ <• 

rii 役所や商 X 会康所などをメンバ 

I とする r « 友の会」に ra 体旅行を 

企阀.地域 H 会との敉 lm を深めた。 


「懊<:とつては、# 
* に^色の作：： IHI とい 
つてもいいぐらいに、 
やさしい狯でね 。 Jt 
兵われる松本岳さん • 
镩町二丁 H に『松^ 
美術 wf 究所』を«ぇ 
地：8の文化⑹上にひ 
と役かつている0 
-» いつの士にか150人からの生徒さ 
んに IIS まれて， fl 分の絵を描く時 
ml がなくな c てきまし 
てね。ょく北アルブ 
に出かけてはスケッチ 
をしてきます"ょくア 
トリエだけで描く方-^ 

いますけど•やつばり 
说埸にいつてブツを n の1¢]にして 
描いた方がね …… n ま た、山で色 
々な入と/ i *,* うのもいいらんでね" 


立川クイズ _ 

立川はかつて n 本の^の®で L 
た◊阔際空港として知られていた 
lr . 川？ ft 汁堆に昭和の初め頃•次々 
に外 llil 機がやつてき iL た"わが 
街に•切めて降りたつた外!^梅は、 


もと tt 、£ 紙^のある山を? Is い 
てきたんですが•常に W しい.^ 
はないかと揆麻しています。 

この絵も •?£ り «. ね 
た絵の具を水 A のべ 
ンで№1 ると いつたや 
方でね-宵の W け 
る^が^を,1*ぅ•木 
々の立ち♦一ぶ姿が X 
ロデイ—を#でてい4、 とい C たイ 
メ—ジで描いたもので…•」と，^ 
<:存^ T どおしいと いつた成で *る9 



"私はネコちやんです ublt あつ 盗な^持で ftc 親の) t 枝ちやんが 


て^^21!!!:の水||さ4ちに<|:ん|| 

でい i す"父はペルシャ系，母は 
トラ杲〇名前はビンキ—^许の妝 
手に同； C の女子がい i L たが無 JS 
です • * は人 fffl でいえば aoft の / t 
盛りであります0^2:昭和^^さ HI 

まがご职卻なされ、祈元3>となり 



候 ㈣ 。 

h 手•ド 
上日手はしい 
”*1て私の口 




ません • 


第三九代 
山内 I 夫氏 
昭和六一 
年十 I リニ 
八 n 午後二 
時卜分•国 
«改本法案 

が成立した。11:時に二十ヒ万入の 
raaiw のぅち•梁を新会社へ移 
行 L •迸を渰飫車業 M に tt すかの 
拖〇分け作突が m 始された■祈全 
社へ移 fr できるの] i . 一卜 一;;五 f 
而嘈退«?5-を除く四万；千八 
は消 s - vfeM へ回され、- T •年以内 

に^進 L なければならない•斬会 

行へ rr きたいのは推も传！一じであ 

る•職 K の将米を決定する调并の 

作成は lli 内駅 r < に t つて%ら套い 

ft _ だった • L か - yls 常化が決 

まつた以上企業人として通用する 

入：£を^てなくて U ならない•山 

屮駅 li は Et 化へ向けての努力と 


L て t ず助役クラスを中心に改礼 
n での >《出し*灿*を推進、次 
* に姣说 UI : も広がり_各か 
ら t 好, if を博した•また、||1民か 
•り利 JHL ^ 十い «[ と L て锐しま 4 L 
るょぅ、^ L 会^所や口 I タリ I 
クラブ、こぶ I 会^と<ム^を枋ち"一 

釈や19轶への1?锚に耳を袖ける！ 
方•昭私 llr や«久切米11!まで足を 
M び•人手企菜を歴訪 ♦ W 体 Herr 
への参加を呼びかけ、衲収に寄- y - 
した。 


立川 か这奴 ^ a 



沿 i £ め r き〇減つ 
てさた古米よりの 
rr 书•そんななか 

ユ1 - W が 


真如苑だよリ 

今^はいつ<:なく唆冬で • 
卒木も戸賂って.あわてて花 
をつけた 梅 t あるよ•フです ■ 
ですが「#のよぅ(:梭かい冬 J 
t 「^!!の赛 J とは•やはり 
決定的にちがい—す • 

ゃ#の«如苑へ*どぅぞお 
一出份けください* 

• 33時 3 RuHttd 
T * 後2時彳&4時 
;■刺本瘁-典如^物贿をはじ 
•め tl て峡 il など进〇だくさ 
* んの ff )£ がしてございます ♦ 
■立 川* E < tic 人> に限らせ 
て栢きます • 

•お 中し込み-^ •ダ^^ 
は「えくてび 

あん•コンバ 
ニオン , x^afe 

を- filt して { 

れた人> へ ♦ 


、年に！*"それも2 n 32:になる 
と上•卜を W け熊»神社••服^神社、 
冻幡+_斿へと出?3:するそぅで 
ある*後を追つてみるとなんと' 

SJ £ 川#門店会•の方々で 
ありました•則*の 28 年か 
ら较いているこの M ま5も 
4初は、加93佔や鋇行など 
を lff ずつ二卜乓六名の fe 
団で M つてぃた。が•ぃ 
まやマイクロパス<:様変り • 
「やめようか t いう户もあ 
つたけど神ごとですから：*」 
と Rr << 83 年 B の^塚さん。 



祝♦立川駅 
開設 I 〇〇年 


4月 8 日 ( B 11 時30分， 
立川駅自由通路にて 
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のお姉さん j は新；南含貢等3賞を® 

窗，期袴の’新入' (羽衣《!> 



⑯寅轱を害いて20余年：現在' 作 
冢としては勿験、龙童文学扦嫌家 
としても活箝中， (若*町} 



SAr-ON DAsTIcnTE DAZcnLmCOUTEZBIEIV 



とさろル 


f 供の頃のやわらかな心"いくつになつても*そ 
れを侍ち«けている人がいる。その入たちの M る文 
学の世界は、 T 供たちにも、かつて r 供だった人た 
ちにも、その♦心*を«8かく呼びさましてくれる。 

















